
 

用語解説及び資料２の見方 

 

１ 教育・保育の用語解説 

 

【施設区分】 

区分 利用できる年齢 概 要 

幼稚園 ３歳から小学校就学前まで 小学校以降の教育の基礎をつくるための教育を行う学校 

保育所 ０歳から小学校就学前まで 就労などで家庭での保育が難しい保護者に代わって、保育をする施設 

認定こども園 

幼保連携型 ０歳から小学校就学前まで 

幼稚園と保育所の機能を併せ持ち、教育と保育を一体的に行う施設 

幼稚園型 ３歳から小学校就学前まで 

 

【教育・保育給付認定区分】 

認定区分 年齢 保育の必要性 利用できる施設 

教 

育 

１号認定 

満３歳以上 

なし 
幼稚園 

認定こども園(幼稚園機能)  
２号(教育ニーズ) 

※新２号（預かり保育利用） 

あり 
保 

育 

２号認定 
保育所 

認定こども園(保育所機能) ３号認定 満３歳未満 

 

【計画上の用語】 

用語 解説 備考 

量の見込み 幼稚園・保育所等の利用状況等から見込まれる教育・保育を必要とする子どもの数 需要（利用申込の見込み）の数 

確保方策 

「１号」、「２号（教育ニーズ）」：幼稚園・認定こども園（幼稚園機能）の利用定員 

受け皿の数 

「２号」、「３号」：保育所・認定こども園（保育所機能）の利用定員、企業主導型保育施設（地域枠）の定員 

確保必要数 「量の見込み」に対する「確保方策」の不足数 新たに確保を目指す受け皿数 

 

（裏面あり）

参考資料 



２ 資料２の見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２号（Ｂ）
（教育ニーズ）

３～５歳 ３～５歳 ３～５歳 ０歳 １～２歳

①計画 917 120 1,037 1,283 149 997 2,429

②実績 578 352 930 1,367 110 841 2,318

③差（②-①） △ 339 232 △ 107 84 △ 39 △ 156 △ 111

④計画 930 120 1,050 1,273 369 784 2,426

⑤実績 698 352 1,050 1,185 359 773 2,317

⑥差（⑤-④） △ 232 232 0 △ 88 △ 10 △ 11 △ 109

⑦計画（④-①） 13 0 13 △ 10 220 △ 213 △ 3

⑧実績（⑤-②） 120 0 120 △ 182 249 △ 68 △ 1
⑨計画 - - - -
⑩実績 0
⑪差（⑩-⑨） 0 0 0 0

①計画 917 120 1,037 1,283 149 997 2,429

②見直し後 544 332 876 1,398 116 863 2,377

③差（②-①） △ 373 212 △ 161 115 △ 33 △ 134 △ 52

④計画 930 120 1,050 1,273 369 784 2,426

⑤見直し後 718 332 1,050 1,230 320 767 2,317

⑥差（⑤-④） △ 212 212 0 △ 43 △ 49 △ 17 △ 109

⑦計画（④-①） 13 0 13 △ 10 220 △ 213 △ 3

⑧見直し後（⑤-②） 174 0 174 △ 168 204 △ 96 △ 60

⑨計画

⑩見直し後

⑪差（⑩-⑨）

①計画 917 120 1,037 1,283 149 997 2,429

②見直し後 505 308 813 1,389 115 873 2,377

③差（②-①） △ 412 188 △ 224 106 △ 34 △ 124 △ 52

④計画 930 120 1,050 1,273 369 784 2,426

⑤見直し後 742 308 1,050 1,230 320 767 2,317

⑥差（⑤-④） △ 188 188 0 △ 43 △ 49 △ 17 △ 109

⑦計画（④-①） 13 0 13 △ 10 220 △ 213 △ 3

⑧見直し後（⑤-②） 237 0 237 △ 159 205 △ 106 △ 60

⑨計画

⑩見直し後

⑪差（⑩-⑨）

160 0 110 270

※６年度に見込まれる不足数を解消するために必要な数

見直し後の確保必要数 －

確保方策
【B】

【B】－【A】

確保必要数

６
年
度

量の見込み
【A】

確保方策
【B】

【B】－【A】

確保必要数

点
検
・
評
価

見
直
し
後
の
量
の
見
込
み
及
び
確
保
方
策

（
案

）

５
年
度

量の見込み
【A】

４
年
度

量の見込み
【A】

【B】－【A】

確保必要数

-

（各年度4月1日時点）

-

（谷山地区）
（単位：人）

１号認定
＋２号認定（教育ニーズ）

２号認定＋３号認定

合計
（Ａ）＋（Ｂ）

合計
（Ｃ）＋（Ｄ）

確保方策
【B】

１号（Ａ） ２号（Ｃ） ３号（Ｄ）

エ

オ

カ

キ

１．教育・保育施設の提供体制

ア．点検・評価

２号（Ｂ）

（教育ニーズ）

３～５歳 ３～５歳 ３～５歳 ０歳 １～２歳

①計画 5,581 1,524 7,105 8,032 695 5,441 14,168

②実績 4,326 2,625 6,951 7,969 562 4,799 13,330

③差（②-①） △ 1,255 1,101 △ 154 △ 63 △ 133 △ 642 △ 838

④計画 8,305 1,490 9,795 7,553 2,157 4,870 14,580

⑤実績 6,746 2,625 9,371 7,139 2,150 4,860 14,149

⑥差（⑤-④） △ 1,559 1,135 △ 424 △ 414 △ 7 △ 10 △ 431

⑦計画（④-①） 2,724 △ 34 2,690 △ 479 1,462 △ 571 412

⑧実績（⑤-②） 2,420 0 2,420 △ 830 1,588 61 819

⑨計画 - - - -

イ．見直し（案）等

２号（Ｂ）

（教育ニーズ）

３～５歳 ３～５歳 ３～５歳 ０歳 １～２歳

①計画 5,581 1,524 7,105 8,032 695 5,441 14,168

②見直し後 4,062 2,462 6,524 7,785 600 4,961 13,346

③差（②-①） △ 1,519 938 △ 581 △ 247 △ 95 △ 480 △ 822

④計画 8,361 1,434 9,795 7,553 2,157 4,870 14,580

⑤見直し後 6,909 2,462 9,371 7,416 1,950 4,778 14,144

⑥差（⑤-④） △ 1,452 1,028 △ 424 △ 137 △ 207 △ 92 △ 436

⑦計画（④-①） 2,780 △ 90 2,690 △ 479 1,462 △ 571 412

⑧見直し後（⑤-②） 2,847 0 2,847 △ 369 1,350 △ 183 798

⑨計画

⑩見直し後

⑪差（⑩-⑨）

①計画 5,581 1,524 7,105 8,032 695 5,441 14,168

②見直し後 3,880 2,349 6,229 7,674 596 4,947 13,217

③差（②-①） △ 1,701 825 △ 876 △ 358 △ 99 △ 494 △ 951

④計画 8,361 1,434 9,795 7,553 2,157 4,870 14,580
⑤見直し後 7,022 2,349 9,371 7,416 1,950 4,778 14,144
⑥差（⑤-④） △ 1,339 915 △ 424 △ 137 △ 207 △ 92 △ 436
⑦計画（④-①） 2,780 △ 90 2,690 △ 479 1,462 △ 571 412
⑧見直し後（⑤-②） 3,142 0 3,142 △ 258 1,354 △ 169 927

⑨計画

⑩見直し後
⑪差（⑩-⑨）

460 0 380 840

※６年度に見込まれる不足数を解消するために必要な数

【B】－【A】

確保必要数

６
年
度

量の見込み
【A】

確保方策
【B】

【B】－【A】

確保必要数

１号認定
＋２号認定（教育ニーズ）

２号認定＋３号認定

合計
（Ａ）＋（Ｂ）

見
直
し
後
の
量
の
見
込
み
及
び
確
保
方
策

（
案

）

５
年
度

量の見込み
【A】

確保方策
【B】

１号（Ａ） ２号（Ｃ） ３号（Ｄ） 合計
（Ｃ）＋（Ｄ）

見直し後の確保必要数

４
年
度

量の見込み
【A】

確保方策
【B】

【B】－【A】

確保必要数 -

（各年度4月1日時点）

（単位：人）

２号認定＋３号認定

合計
（Ｃ）＋（Ｄ）

１号認定
＋２号認定（教育ニーズ）

１号（Ａ） ２号（Ｃ） ３号（Ｄ）合計
（Ａ）＋（Ｂ）

（全市域）

－

ア

イウ

１．教育・保育施設の提供体制

ア．点検・評価

２号（Ｂ）

（教育ニーズ）

３～５歳 ３～５歳 ３～５歳 ０歳 １～２歳

①計画 5,581 1,524 7,105 8,032 695 5,441 14,168

②実績 4,326 2,625 6,951 7,969 562 4,799 13,330

③差（②-①） △ 1,255 1,101 △ 154 △ 63 △ 133 △ 642 △ 838

④計画 8,305 1,490 9,795 7,553 2,157 4,870 14,580

⑤実績 6,746 2,625 9,371 7,139 2,150 4,860 14,149

⑥差（⑤-④） △ 1,559 1,135 △ 424 △ 414 △ 7 △ 10 △ 431

⑦計画（④-①） 2,724 △ 34 2,690 △ 479 1,462 △ 571 412

⑧実績（⑤-②） 2,420 0 2,420 △ 830 1,588 61 819

⑨計画 - - - -

イ．見直し（案）等

２号（Ｂ）

（教育ニーズ）

３～５歳 ３～５歳 ３～５歳 ０歳 １～２歳

①計画 5,581 1,524 7,105 8,032 695 5,441 14,168

②見直し後 4,062 2,462 6,524 7,785 600 4,961 13,346

③差（②-①） △ 1,519 938 △ 581 △ 247 △ 95 △ 480 △ 822

④計画 8,361 1,434 9,795 7,553 2,157 4,870 14,580

⑤見直し後 6,909 2,462 9,371 7,416 1,950 4,778 14,144

⑥差（⑤-④） △ 1,452 1,028 △ 424 △ 137 △ 207 △ 92 △ 436

⑦計画（④-①） 2,780 △ 90 2,690 △ 479 1,462 △ 571 412

⑧見直し後（⑤-②） 2,847 0 2,847 △ 369 1,350 △ 183 798

⑨計画

⑩見直し後

⑪差（⑩-⑨）

①計画 5,581 1,524 7,105 8,032 695 5,441 14,168

②見直し後 3,880 2,349 6,229 7,674 596 4,947 13,217

③差（②-①） △ 1,701 825 △ 876 △ 358 △ 99 △ 494 △ 951

④計画 8,361 1,434 9,795 7,553 2,157 4,870 14,580
⑤見直し後 7,022 2,349 9,371 7,416 1,950 4,778 14,144
⑥差（⑤-④） △ 1,339 915 △ 424 △ 137 △ 207 △ 92 △ 436
⑦計画（④-①） 2,780 △ 90 2,690 △ 479 1,462 △ 571 412
⑧見直し後（⑤-②） 3,142 0 3,142 △ 258 1,354 △ 169 927

⑨計画

⑩見直し後
⑪差（⑩-⑨）

460 0 380 840

※６年度に見込まれる不足数を解消するために必要な数

【B】－【A】

確保必要数

６
年
度

量の見込み
【A】

確保方策
【B】

【B】－【A】

確保必要数

１号認定
＋２号認定（教育ニーズ）

２号認定＋３号認定

合計
（Ａ）＋（Ｂ）

見
直
し
後
の
量
の
見
込
み
及
び
確
保
方
策

（
案

）

５
年
度

量の見込み
【A】

確保方策
【B】

１号（Ａ） ２号（Ｃ） ３号（Ｄ） 合計
（Ｃ）＋（Ｄ）

見直し後の確保必要数

４
年
度

量の見込み
【A】

確保方策
【B】

【B】－【A】

確保必要数 -

（各年度4月1日時点）

（単位：人）

２号認定＋３号認定

合計
（Ｃ）＋（Ｄ）

１号認定
＋２号認定（教育ニーズ）

１号（Ａ） ２号（Ｃ） ３号（Ｄ）合計
（Ａ）＋（Ｂ）

（全市域）

－

ア

イウ

幼稚園などを教育で利用 

４年度の「確保方策」は、 

「④計画」では 9,795人と見込んだが、 

「⑤実績」では 9,371人であり、 

「⑥差」のとおり、４２４人少なかった。 

４年度の「量の見込み」が、 

「①計画」では 7,105人と見込んだが、 

「②実績」では 6,951人であり、 

「③差」のとおり、154人少なかった。 

「見直し後の確保必要数」は設定せず、 

基本的には受け皿確保は行わない。 

見直し後の確保必要数は、 

「２号（３～５歳）」を、１６０人分、 

「３号（１～２歳）」を、１１０人分とする。 

保育所などを保育で利用 

年齢別利用調整を行うこと

としていることから、 

縦の認定区分ごとに、 

「量の見込み【A】」に対し、 

「確保方策【B】」が足りて 

いるかを確認すると、 

「２号（３～５歳）」は、 

１５９人分不足し、 

「３号（１～２歳）」は、 

１０６人分不足する。 

❶ 

➌ 

➍ 

➌ 

➋ 

❷ ➊ 


